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「現地の⼤学⽣に⽇本⽂化のすばらしさを伝えること」、こ
れを使命とし、私はマレーシアの⼤学での海外インターンシ
ップに参加しました。 
 初めての⻑期の滞在経験ということもあり、楽しいことば
かりではなく、多くの困難がありました。研修最⼤の課題は、
どうすれば魅⼒的に⽇本を紹介できるか、ということ。すで
にマレーシアには⽇本⽂化が予想以上に広まっており、準備していたプレゼンの資料はすべて無駄に
なりました。仲間からも「つまらない」と⼀蹴されました。悔しくてたまりませんでした。 
 

ならば味方に付けよう！ 

 「ならば、彼らを味⽅につけ
よう」、そう思い⽴ってからは
いてもたってもいられません
でした。現地の学⽣とコミュニ
ケーションを積極的に取り、何
を求めているのか徹底的に探
りました。彼らが、知識よりも
実際の「体験」を求めているこ
とがわかり、巻き寿司の⼿作り
体験や、着物の着付け教室な
ど、体験型イベントを開催する
と、予想以上に⼤反響でした。 

様々な⽂化圏から集まった
仲間たちと共に駆け抜けたあの瞬間の楽しさは、今後⼀⽣忘れることの出来ない、
かけがえのない思い出です。 
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